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令和２年９月 

上関町教育委員会 

 



１ 趣旨 

上関町教育委員会では、今日、少子・高齢化やそれにともなう地域活力の低下

が顕著となっているなか、まちづくりの目標として、のびやかに生きる「歴史と

未来」を掲げ、『豊かな創造性を育む人づくり』と『新たな歴史・文化を築くま

ちづくり』を基本理念として多くの重点施策に取り組んでまいりました。 

  こうしたなか、平成１９年６月の「地方行政の組織及び運営に関する法律」の

改正により、教育委員会は、毎年、事務事業の執行状況について点検・評価を行

い、その結果に関する報告書を議会に提出するとともに、公表することが義務づ

けられました。 

このため上関町教育委員会では、効果的な教育行政の推進と町民への説明責

任を果たしていくため、年度ごとに教育委員会事務事業の点検及び評価を行い、

「事務事業の点検・評価書」として取りまとめ、公表することとしています。 

 

２ 点検及び評価の実施について 

（１）対象事業 

  令和元年度に実施した教育委員会の事務事業について、「第４次上関町総合 

計画」に掲げる具体施策を構成する「2019 年度上関町の教育」、「令和元年 

度上関町社会教育行政概要」及び「上関町スポーツ推進計画」を基に主要な 

施策を選定しました。 

 

（２）評価の方法 

  事務事業の目的、概要、実績、成果と課題などの観点から下記５段階による 

点検及び評価を行うため、「事務事業の点検・評価票」を作成し、教育委員会 

が内部評価を行います。これを上関町の教育に関し学識経験を有する者として 

教育委員会が委嘱した 3 人の委員に評価をお願いし、評価の客観性に努めま 

した。 

 

（評価委員） 

  武内 禎子（上関地区婦人会会長、観光協会事務局顧問） 

  辻  正義（上関町学校運営協議会会長） 

  松永 升之（町体協理事、元教育次長） 

 

（評価基準） 

 A 目的に向け、順調に事務事業を達成できた。 

B 事務事業の進め方の改善検討はあるものの、概ね（８割程度）目的を達成

できた。 

C 目的の一部（５割程度）を達成できたが、事務事業の改善が必要である。 

D 目的の一部（２～３割程度）の達成であり、手法の改善等が必要である。 

事務事業は継続していくが、見直しが必要である。 

  E 事務事業の抜本的な見直し、休・廃止の検討が必要である。 

 

 

 



３ 点検及び評価結果について 

  別表のとおり 

 

４ 学識経験者の知見について 

（１）点検及び評価全般について 

   各事業について、令和元年度は的確に評価されている。令和２年度について 

  は新型コロナウイルス感染予防対策が重点課題となるが、コロナ対策は児童 

生徒を一番に考えてほしい。プラス思考も大切で、無駄や効率化の発見など 

コロナ禍で気付くことも多くあると思う。 

学校教育に関しては、令和３年度の祝島小学校の再開校については、保護者 

や地元との協議を重ねて準備してほしい。 

 社会教育の面では、町出身の芸術家の作品を紹介、展示する機会の創出を 

検討してほしい。 

 全体的に教育委員会の事務事業ついては、高評価といえる。 

 

（２）施策、事業ごとの意見 

 【学校教育への支援体制の充実】 

 №８ 教育環境の充実 

    町の医療環境は十分ではないが、児童生徒・教職員の健康診断等は継続し 

てほしい。 

    ＧＩＧＡスクール事業により整備されるＩＴ機器等を有効に使って教育 

に役立ててほしい。 

 

№10 郷土の歴史・文化教育の充実 

郷土学習は地域が学校を知る機会でもあり、良いカリキュラムである。 

地域の大人が学ぶことも多い。 

    現在はコロナウイルス感染予防により例年のように活動できないことが 

残念。 

 

 №11 国際交流活動の推進 

 外国語（英語）教育は引き続き力を入れてほしい。 

 

 №23 地域や学校の特性を生かしたへき地・複式・小規模教育の推進 

    再開校する祝小だけでなく、上小・上中もいつ、複式となるのか心配して 

いる。 

 

 【生涯学習の推進】 

 №26 生涯学習の啓発 

    婦人会活動等について、事務局の協力により、各会は助かっている。 

 

 №29 公民館機能の整備・充実 

    各地区の公民館施設の利用数に対し、維持管理費が大きい。再整備や 

修繕方法については、低コスト化を検討していくべき。 



 

 【地域文化の振興】 

 №31 芸術・文化の振興（地域の芸術・文化支援） 

    城山桜まつりは広く認知されており、駐車場誘導など労力も必要だが 

継続してほしい。 

 分散保管状態の民具など、多数の史料を何とか展示できないか。 

 

 【町民の健康づくり、生涯スポーツの振興】 

 №38 体育施設の管理 

    グラウンドは利用面から、面積を縮小することも検討してはどうか。体育 

館は、修繕より建替えの方が効率的と承知しているが、必要性や維持管理を 

考慮して整備してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



令和元年度事務事業の点検・評価一覧表 

 

上関町教育の基本方針 

 「豊かな創造性を育む人づくり」「新たな歴史・文化を築くまちづくり」 

 

１．教育委員会の施策推進体制の充実 

№ 事務事業の名称 
経費（千

円） 
評価 担当係 

１ 教育委員会運営の充実 516 Ｂ 総務係 

２ 教育委員会の事務局体制の充実 － Ｂ 総務係 

３ 
先見性と柔軟な発想でチャレンジ

する職員の育成 
－ Ｃ 総務係 

 

２．学校教育への支援体制の充実 

４ 指導主事等の教育支援体制の充実 － Ａ 総務係 

５ 小中一貫教育の支援体制の充実 250 Ａ 総務係 

６ 教職員研修の充実 33 Ｂ 総務係 

７ 学校施設の充実 31,765 Ｂ 総務係 

８ 教育環境の充実 4,122 Ａ 総務係 

９ 安心安全な通学手段の確保 7,316 Ａ 総務係 

10 郷土の歴史・文化教育の充実 － Ｂ 総務係 

11 国際交流活動の推進 3,747 Ｂ 総務係 

12 安全でおいしい学校給食の支援 9,381 Ａ 総務係 

 

３．郷土愛と生きる力を育む学校教育の推進 

13 
地域社会に根ざした特色ある

学校づくり 
－ Ｂ 総務係 

14 
心身共に健やかな「上関っ子」

の育成 
119 Ａ 総務係 

15 早期教育相談と就学指導の充実 785 Ａ 総務係 

16 きめ細やかな生徒指導体制の確立 348 Ｂ 総務係 

17 
個性を生かす「生き方」指導と

しての進路指導 
－ Ｂ 総務係 

18 
自己を生かす能力を育成する

特別活動の推進 
－ Ｂ 総務係 

19 
実践力の育成につながる道徳

教育の充実 
－ Ｂ 総務係 

20 
「生きる力」を育む教育活動の

推進 
2,364 Ｂ 総務係 

21 
マルチメディアを利用した情

報教育の創造 
3,567 Ｂ 総務係 

22 特色ある教育課程の編成 － Ａ 総務係 



23 
地域や学校の特性を生かしたへき

地・複式・小規模校教育の推進 
500 Ａ 総務係 

24 環境問題への意識啓発 － Ｂ 総務係 

25 家庭学習の定着 － Ｂ 総務係 

 

４．生涯学習の推進 

26 生涯学習の啓発 1,040 Ｂ 生涯学習係 

27 図書館の運営 4,020 Ｂ 生涯学習係 

28 講座・教室の運営 289 Ｂ 生涯学習係 

29 公民館機能の整備・充実 21,979 Ｃ 生涯学習係 

 

５．地域文化の振興 

30 
芸術・文化の振興（文化財の保

護・活用） 
8703 Ｂ 生涯学習係 

31 
芸術・文化の振興（地域の芸

術・文化支援） 
8,180 Ｂ 生涯学習係 

32 社会教育委員会の充実 83 Ｃ 生涯学習係 

 

６．町民の健康づくり、生涯スポ 

ーツの振興 

33 スポーツ参加への場づくり 393 Ｂ 生涯スポーツ係 

34 町民スポーツ総参加運動の展開 63 Ｂ 生涯スポーツ係 

35 スポーツクラブ団体の育成 － Ｂ 生涯スポーツ係 

36 我がまちスポーツ推進事業 223 Ｂ 生涯スポーツ係 

37 スポーツ推進委員会 205 Ｂ 生涯スポーツ係 

38 体育施設の管理 8110 Ｂ 生涯スポーツ係 

 

７．青少年の健全育成 

39 心身共に健康な上関っ子の育成 124 Ｂ 生涯学習係 

40 地域協育ネット推進事業 3,588 Ｂ 生涯学習係 

 

８．町民一人ひとりの人権が尊重された心豊かな町づくり 

41 
一人ひとりの人権を守る推進

体制の充実 
288 Ｂ 生涯学習係 

42 
一人ひとりの人権を守る条件

整備の充実 
78 Ｂ 生涯学習係 

 

 ※ 経費欄の「－」は、予算執行を伴わないソフト事業 

 

 

 


